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欝鎌県小登島の放射能強度について

佐藤叢昭承　鈴木療輔＊　丹治耕欝紳

　　　　　　　　　　要　　旨

　小豊島の地質はヂ花醐碧類を基盤としで，その．1二に禽

彊縦」）土蕪三層群（申新・雛），あるいはそれよ1二）も新しく

各種火1媛岩からなる講岐層群が広く分布し．ている。従果

の他地域における資料から嚢爽推すると，本地域の地質条

件はウラン濠期イ遡台に量巌しているので，特に花鰯岩・類，と　L

記曝群との境界付近麺。蕊、薫をおき，試錐調査を・淳なう放

射能概査を行なったが，放射能異常をみいだすには至ら、

なかった。

　’今回の調査密度は轟全体の面積範対し．てかな賛糎いも

ぴ）で掛建ね鳥ダ）北1籍部に存姦するややノ牧射能の高いベグ

マタイトを禽む蓬繍岩の1灘辺における今後ぴ）調査が鰍ま

撫．る。

翌．繕　　蓄

　文献によれば，小蔓島に分布する土庄層群（中峯1潔1下

部）はその基底部付近に醸炭を伴ない，花醐岩類が三纂盤

岩となつている⇔また各種火山岩や1ノく由砕屑岩からなる

隷1岐層騨（中葦ヨ黛批．療蔀）は一部に湖成1曹を挟み，花醐：岩

類や二i二庄層i群を1養つている⇔こグ）、1ごうな地質条件は，従

罪鞍知ら浜』ぐいる獲曇．地域のウラ轟ウム・フィールド勤の歪也

質と良く似て1おり，本地域にも含ウヲン堆積層グ）存在す

る可能性が強いので，これを維めるため菌．上地理院発行

5万分の遺地形麟による敏射能強度分布グ）概査および試

婁准薄叢査を孝矛なった。

　筆者らの調査は，讃岐層群が分布する島の主部ないし

東部の，特に同層群、ヒ花醐岩炎馨1との境界付近範璽点をお

き，一部iづ．／lび輯灘羊も1講査対践蒙／こ．入つている。なお二iづ艶／膏

群を奮む、鶏の茜部地蜘華こ，春城溝之助技嘗が調査を担当

している（第IL鑓）。

　調査．員、および調査期間は次の通りである．
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欝州県小1、騰の放射能強魔紅ついて　（佐藤良昭　鈴本1蓉輔　丹澹雛l！ず）

　測定器翼　／俵式会1録ゴ三1本タ無線医、聡学研究轡辛製董）¢畷i》

　　　　　　　3型お、、1ごび　T（』s一／器　型放射能測笈叩，謡卸

　　　　　　　　2台窒G工’一2　摂放身寸倉旨桑舞葺離轍i台趣

　使用測定器は故障が多く，バ顔謝であったのはTCS畦雛

梨工繋｝薪）ろ丸であった韓

　本窯周査．を孝テなうに　 たり資絹の閲覧を許吾ぎされた雌蟹ギ・

燃料公社，現地でいろいろと御咽1講になった高松鴬林

署，香川県鳶二葬鮫川県’、卜豆郡一雛鐸芽7ヒ謙liサ長マ糞集溝助／黛

をはじめ関イ系自『の皆様，むに厚・く織螺一を聯し 1二げる。

露．位置および交通

　／」、豆、鴨は岡繊 市の購．棄35／くm警誰．静公彗ゴ逆）卵癒、蓑熟鮮灘km

の瀬　ず内海頃1端に凌）り， 東西約　2（｝k燃，i薯ゼ驚　懲k撚，淡

路，賠に≧欠ぐ瀬／複般淘籍2番琢1の、鶴で　う葛鶯

　磁柔都“市との　鮮逓は一蚕四べて痛・／逡に、よるが，i翻薦奏市との往

復が歩頁欝≦であり多その糞紅岡1．1．ヂ酸・下誌鳶ギあるレ・は阪神が

面との連絡も審恰便利である，、

　、鞠勺の主要道路は海1・に沿磐難濠乏逆路と康藤の横断遵

i絡がもるの避ズざあるが，　バスの｛更1よ麟二鰹難艶窃、箋い難

講．地　　形

　試韓、1為に碍びi袴癒が蕪鳶く警lll娠奪毎薪美から1藍麟嚢、控之、たって

ヤ・るQ　l地形的1には馨地滅1コメ1別され，火山孝欝楽犠の発遵郵一

篠、鶴の．鉱期励、1・　翼デi三にかけザぐは麦憲1杉急、i唆で，殿高点1，，、／票

高8絡，6儀調）緊ヶ城出であ貌

　1薫部幡ここれに彰廷べ終爵堕）なノぼらかで，闇『第馨己ぎ、）分づ窪∫

する．驚半部慰二ほぼ3〔）ξ｝瓢以下，火虞嚢や花縁岩のラ卸奮

する南滋給劃箕でも1票蕩ぢ1（）1擁難以下の爵々Fうζ若罫森蓬　）にす

ぎない．

　粒丁絹はいずれ、も／卦さく，1藤二ちに漣勢ヂ1彗梅i／こ重蝕ぐ礁

虞．地　　質

　本地域の地質に関｝町る最新の驚料としては，晒川県地

質隊i（1Q万分の！）ジ1難よびそ一の、，5琶弱毒欝（ig鞭～）が、〉恐、、

／ヌ下翅三ノ鷺の露己輩蛾よ・こ才もに至驚ウて㌧・讃）Q
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．入したといオ．れ，る中羅1荏1網景　曵）が／』宏く1分・看∫しぐ茎、1雛裟を

なし〆量その 1、にはソ導1げ湯灘1・ブ鶏ll石・麟愚不軒、華、がらな『　駒i皮

層群が広がウているぴまた，縣の北西部には洪積難iに覆わ

れた・擦1層蓑羊（中新翌、ヒ）がラン布1、、シそのギ甑鱗糖譲或讃　嚢

　　＞る変成粘窮石や変成塩集性火疵岩類が蕎在し，自

いい輸給難識，蟻家花簡岩奪欝）花簡閃緑岩やe・蔭緑岩がみ

爵れる“

　土鷹屡篶輩　／・謝騨5（｝酎隻50裏鷺’泣で肇　臨1毎麟と1滑詩講妻・轡

分
．
ヒ
下 黛層に1分かれる“磐墜懸く層は花醐質1の中酬鰻賀爾》

岩を二言、鑑とし／窪 慕1．民に1近く礫燃霞となり旨シルト岩ととも

に数枚ぴ）1鍛懲妾懸藩葛拶之を柔央む。1覆質1物1舞か穿漣よ’1ξ痘彰瞬ヒ1石か

／蒙し，下部中新li．i二を懲　卸と㌧・ろ“

　本1鱒は変成古生弄　φ花嶺岩と 一・部不整含，大部3は断

／　i難｛系で！妾して㌧・葛G

　讃岐、懸舞　酸性ないし塩基性の欝織火山岩の熔岩お、、／て

　貫　～凝灰角礫岩からな犠、隷雲母醸齢書レ土ll層

群を不讐　鍵に覆っている，湊その地質時墨代奪、業鮮菊f世との説

もあるが雰壕麦銭隼1馨縦蕪とする縣

　な素譜購鷺図の雄薮繹コ薄ミ翼無鱒は1警葺購斗圭憲’質1灘を貿紬格イヒ1，，た

ものである。ただしノ，潜岐鎌筆最下部o；蟻樂岩べ総嗣岩質をレ

；審イ鎗レび凝灰ll顎沙岩・灘岩の覇玉1、奪蝋難薦らが特に1類1愛碓た

ものである鳶この蒲／！韓は二l　t層ξ羊の最下部と対ナヒしノ得茅

翼鹸驚朝三も存すそ）がう　，鼻だ繁野1料が充分でな㌧・ので，一…／、碁2

ノ
．

）に分けて．駅践・ノ、二9

灘．放射能強度分布

　餐　ギらの1縄薫難il擦「1手餐，飢笠．に1氾し！た、ように，鶴の．il謡駆ない

し〆．蒙部てヨ、彰悉が，　無地ゴ或を瞬じ／宥度で津3おうことξよ欝饗ぐ

ビ毒に掛馨彗禽慕であ〆二轟ゾ、乙。

　このため，調査の璽、燕を　岐層鮮と花騒岩類どの／簾

合部に．慧き，その露’鰻，こおける地質柱状と放射能強度を

測1竃す蒸寿凝まをとノニ）ノ≧ゆ潔繋もな瀞1｛、1、賦は1窮　黛　図に多そ
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シ蕪ン・サ・一ベ…メーダーであるので，　放射能強度は

鰍・爆で糞わ1、、，一禽部はガイ．掛一一カウンダーに織賦薩

分問の方ウン1・数も記1一、て。軽る。’
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